
新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準
（
移

動
円
滑
化
基
準
）
で
は
、
「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
の
稼

働
時
間
は
営
業
時
間
内
（
初
電

～
終
電
）
に
お
い
て
常
時
使
用

可
能
で
あ
る
」
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
要
件
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
、
国
か
ら
補
助

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
全
社
を

挙
げ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
初
終

電
可
動
を
確
保
す
る
整
備
を
実

施
し
て
き
た
。

東
日
本
全
社
で
24
駅
、
仙
台

支
社
内
で
は
5
駅
が
該
当
し
、

大
河
原
駅
・
船
岡
駅
・
槻
木
駅
・

下
馬
駅
の
4
駅
を
対
象
に
前
述

の
装
置
を
設
置
し
た
。
な
お
東

照
宮
駅
も
該
当
す
る
が
、
休
養

設
備
が
な
く
北
仙
台
駅
で
休
養

し
て
い
る
こ
と
か
ら
既
に
自
動

タ
イ
マ
ー
稼
働
し
て
お
り
無
人

時
間
帯
は
警
備
会
社
の
対
応
と

な
っ
て
い
る
。

問
題
点
は
以
下
の
2
点
に
要

約
で
き
る
。

①
休
憩
時
間
の
形
骸
化

休
憩
（
休
養
）
時
間
は
、
労

働
時
間
継
続
に
よ
り
蓄
積
さ
れ

た
心
身
の
疲
労
回
復
を
さ
せ
る

た
め
の
時
間
で
あ
り
、
労
働
者

が
労
働
か
ら
離
れ
ら
れ
る
こ
と

を
保
証
さ
れ
た
時
間
で
あ
る
。

中
間
駅
の
一
人
勤
務
体
制
で

は
、
休
憩
時
間
確
保
の
た
め
、

日
中
の
窓
口
閉
鎖
、
終
電
前
の

休
憩
で
は
、
自
動
改
札
機
を
無

人
化
モ
ー
ド
に
切
替
え
、
利
用

者
の
問
合
せ
は
旅
客
指
令
が
イ

ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
介
し
て
対
応

し
て
い
る
が
、
事
象
に
よ
っ
て

は
呼
出
し
対
応
も
発
生
す
る
。

通
報
装
置
の
休
養
室
へ
の
設

置
は
作
業
の
従
事
い
か
ん
に
関

係
な
く
、
い
つ
就
労
の
要
求
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
状
態
に
置

か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
手
待
ち

時
間
に
相
当
し
労
働
時
間
で
な

い
か
。
休
憩
時
間
の
形
骸
化
で

あ
る
。

②
労
働
強
化
と

精
神
的
圧
迫

休
憩
時
間
の
窓
口
閉
鎖
は
、

事
務
室
の
ド
ア
叩
き
や
券
売
機

呼
び
出
し
・
指
令
呼
出
し
が
あ

り
精
神
的
に
疲
れ
る
。

そ
の
上
、
通
報
装
置
を
休
憩

室
に
設
置
さ
れ
て
は
安
心
し
て

休
憩
で
き
な
い
。

ま
た
誤
っ
て
呼
び
出
し
ボ
タ

ン
を
押
さ
れ
る
こ
と
が
頻
繁
に

あ
り
、
ま
た
3
分
以
上
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
居
る
と
警
報
が
鳴
る
。

そ
の
都
度
仮
眠
時
間
を
阻
害

さ
れ
た
ら
休
養
で
き
な
い
。

会
社
は
新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

準
を
満
た
さ
な
い
と
補
助
金
が

国
か
ら
受
給
で
き
な
い
と
い
う

が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
二
人
勤
務

体
制
に
す
べ
き
で
あ
る
。

休
憩
時
間
の
確
保
の
た
め
、

日
中
の
窓
口
閉
鎖
が
な
く
な
り

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
な
る
。

一
人
だ
か
ら
、
一
度
列
車
が

遅
れ
る
と
休
憩
時
間
も
取
れ
ず

に
対
応
し
て
い
る
。
補
助
金
の

受
給
す
る
た
め
に
社
員
が
こ
れ

以
上
犠
牲
に
な
る
の
は
納
得
が

い
か
な
い
。

下
馬
駅
で
は
自
動

タ
イ
マ
ー
稼
働
を
強
行

ま
た
下
馬
駅
（
委
託
駅
）
で

は
、
乗
務
員
か
ら
の
、
「
下
り

線
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
22
時
ま
で

の
運
転
だ
が
、
以
降
も
年
配
者

等
が
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
を
見
か
け
る
。
終
電
ま
で
稼

働
さ
せ
る
べ
き
」
と
い
う
Ｃ
Ｓ

を
盾
に
、
要
員
設
備
Ｇ
が
文
書

で
、
「
情
報
の
提
供
と
共
有
」

と
称
し
Ｔ
Ｓ
Ｓ
に
働
き
か
け
、

自
動
タ
イ
マ
ー
稼
働
を
強
行
し

て
き
て
い
る
。
組
合
は
会
社
と

の
折
衝
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
電

源
を
「
切
」
扱
い
で
休
養
に
入

る
と
し
て
い
る
が
、
会
社
は

「
自
動
タ
イ
マ
ー
」
扱
い
を
求

め
て
い
る
。

下
馬
駅
に
出
向
さ
れ
て
い
る

組
合
員
は
、
「
Ｃ
Ｓ
に
上
が
れ

ば
何
で
も
Ｏ
Ｋ
な
の
か
。
会
社

と
の
折
衝
の
経
過
が
無
視
さ
れ

た
扱
い
で
あ
り
問
題
だ
」
と
憤

り
を
隠
さ
な
い
。

会
社
は
姑
息
な
手
段
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
稼
働
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
し
っ
か
り
と
組
合
と

協
議
し
問
題
の
解
消
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。
【
運
輸
協
議
会
】
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8
・
6

第
12
回
地
方
執
行
委
員
会

8
・
9-

10

第
27
回
東
日
本
本
部
大
会

8
・
24

第
49
回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
委
員
会

8
・
25

国
労
東
北
拡
大
幹
事
会

8
・
26

第
13
回
執
行
委
員
会

9
・
7

第
36
回
安
プ
ロ
・
第
27
回
各
支
部
業
長
会
議

9
・
8

鉄
道
退
職
者
の
会
仙
台
地
方
連
合
会
総
会

9
・
18

第
14
回
執
行
委
員
会
・
第
3
回
闘
争
委
員
会

仙
台
支
社
は
昨
年
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
済
み
の
駅
の
う
ち
、

初
終
電
よ
り
短
い
時
間
で
稼
働
し
て
い
る
4
駅
を
対
象
に
、
社

員
休
養
室
へ
通
報
装
置
、
さ
ら
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
本
体
に
自
動

タ
イ
マ
ー
制
御
を
設
置
し
た
。
関
係
社
員
か
ら
は
、
「
休
養
室

に
通
報
装
置
設
置
で
は
精
神
的
圧
迫
が
あ
り
、
労
安
法
上
も
問

題
」
と
反
対
の
声
が
あ
が
り
自
動
タ
イ
マ
ー
稼
働
は
控
え
ら
れ

て
き
た
が
、
下
馬
駅
で
は
自
動
タ
イ
マ
ー
稼
働
が
強
行
さ
れ
た
。

Ｎo . 2658
2013年9月25日

発行責任者 大沼 元

編集責任者 武田昌仙

新
庄
運
転
区
で
は
、
日
勤
者

の
終
業
点
呼
が
勤
務
終
了
時

間
の
5
分
前
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
状
態
は
少
な
く

と
も
約
11
年
前
か
ら
続
い
て

い
る
こ
と
が
関
係
者
の
話
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
9
時
始
業
、

17
時
30
分
終
業
の
場
合
、
17

時
25
分
か
ら
終
業
点
呼
が
始

ま
っ
て
い
た
。
通
常
、
現
業

職
場
で
は
、
更
衣
時
間
が
勤

務
時
間
内
に
認
め
ら
れ
て
か

ら
は
、
前
例
の
場
合
で
は
17

時
20
分
か
ら
終
業
点
呼
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。

組
合
員
が
、
「
更
衣
時
間
に

終
業
点
呼
が
食
い
込
ん
で
お

り
、
取
り
扱
い
が
誤
っ
て
い

る
の
で
は
」
と
以
前
会
社
に

問
合
わ
せ
た
と
き
は
、
「
日

勤
の
拘
束
時
間
が
7
時
間
30

分
で
あ
り
、
17
時
30
分
ま
で

に
点
呼
が
終
了
す
れ
ば
問
題

な
い
」
と
説
明
さ
れ
た
と
い

う
。組

合
は
こ
の
扱
い
を
知
り
、

会
社
に
事
実
確
認
と
是
正
を

要
求
し
、
8
月
上
旬
に
是
正

が
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
終
業

点
呼
時
間
×
年
間
日
勤
日
数

×
10
年
（

低
）
×
労
働
者

人
数
と
い
う
膨
大
な
時
間
が

会
社
の
誤
っ
た
扱
い
に
よ
り

消
費
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

ど
う
処
理
す
る
の
か
質
し
て

い
る
が
、
会
社
は
謝
罪
の
み

の
姿
勢
だ
。
現
在
の
勤
務
出

退
勤
シ
ス
テ
ム
で
は
ロ
ス
し

た
時
間
の
カ
ウ
ン
ト
が
困
難

だ
と
い
う
の
が
理
由
だ
が
、

し
か
し
出
勤
遅
延
の
場
合
は

1
分
で
も
賃
金
カ
ッ
ト
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
曖
昧
な
取
扱

い
は
許
さ
れ
な
い
。

写
真
は
事
務
室
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
監
視
盤



今
年
6
月
か
ら
Ｊ
テ
ッ
ク
山

形
営
業
所
に
出
向
と
な
っ
た
I

さ
ん
か
ら
職
場
改
善
要
求
が
同

封
さ
れ
た
手
紙
が
届
い
た
。

I
さ
ん
は
、
初
め
て
の
清
掃

業
務
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
不

十
分
な
労
働
環
境
に
驚
き
か
つ

苦
労
し
、
こ
の
夏
の
猛
暑
も
手

伝
っ
て
2
ヶ
月
で
5
キ
ロ
体
重

を
減
ら
し
た
と
い
う
。

そ
の
手
紙
に
は
、
不
慣
れ
な

業
務
と
新
た
な
人
間
関
係
の
中
、

よ
う
や
く
職
場
で
は
「
エ
ア
コ

ン
」
と
「
シ
ャ
ワ
ー
」
の
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
綴
ら

れ
て
い
た
。

ま
だ
特
定
の
方
と
し
か
要
求

や
改
善
の
話
は
で
き
て
お
ら
ず
、

ま
た
要
求
書
の
提
出
で
職
場
で

浮
い
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い

が
、
定
年
ま
で
2
年
、
エ
ル
ダ
ー

で
5
年
の
計
7
年
間
お
世
話
に

な
る
職
場
で
あ
り
、
一
つ
ず
つ

で
も
改
善
で
き
る
よ
う
あ
き
ら

め
ず
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
手
紙
は
括
ら
れ
て
い
た
。

Ｊ
Ｒ
社
員
が
驚
く
よ
う
な
作

業
環
境
の
中
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
の
社
員
や
契
約
社
員
、
パ
ー

ト
社
員
、
そ
し
て
そ
の
下
請
け

会
社
の
方
々
は
、
不
満
を
口
に

出
さ
ず
（
出
せ
ず
）
に
働
い
て

い
る
。

結
果
、
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な

要
求
、
Ｊ
Ｒ
社
員
に
と
っ
て
は

当
た
り
前
の
こ
と
す
ら
蔑
ろ
に

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

身
体
洗
浄
や
空
調
、
休
憩
ス

ペ
ー
ス
、
冷
蔵
庫
、
被
服
の
問

題
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
で
は
当
た
り
前

の
こ
と
が
切
実
な
要
求
と
し
て

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
の
証

左
だ
。

左
枠
に
改
善
要
求
を
示
す
が
、

職
場
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

早
速
、
上
山
詰
所
に
冷
蔵
庫
が

設
置
さ
れ
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

職
場
の
総
意
が
会
社
を
動
か

す
好
例
だ
。

Ｊ
テ
ッ
ク
と
組
合
の
直
接
交

渉
は
ま
だ
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
が
、
そ
う
は
言
っ
て
ら
れ
な

い
現
実
に
組
合
員
は
直
面
し
て

い
る
。

奮
闘
し
て
い
る
組
合
員
に
対

し
、
支
援
す
る
体
勢
づ
く
り
が

急
務
で
あ
る
。

対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、
確

実
に
我
々
も
「
お
世
話
に
な
る

職
場
」
だ
か
ら
だ
。

国
労
東
日
本
第
27
回
定
期
大

会
が
8
月
10
日
終
了
し
た
。

大
会
は
当
初
9
日
と
10
日
の

二
日
間
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

大
会
会
場
の
田
沢
湖
高
原
は
早

朝
か
ら
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
土
砂

災
害
が
発
生
し
、
鉄
道
と
道
路

が
寸
断
さ
れ
田
沢
湖
で
の
開
催

は
不
可
能
と
な
っ
た
。

エ
リ
ア
本
部
執
行
部
は
大
会

延
期
を
せ
ず
、
急
遽
会
場
を
花

巻
に
変
更
し
、
二
日
間
の
予
定

を
一
日
に
圧
縮
し
て
開
催
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
12
人

の
代
議
員
が
発
言
。
経
過
・
運

動
方
針
が
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
委
員
長
の

み
複
数
の
立
候
補
が
あ
り
選
挙

と
な
っ
た
。
新
役
員
と
担
当
は

以
下
の
と
お
り
。
ま
た
機
関
紙

表
彰
で
は
仙
台
地
本
の
5
機
関

が
表
彰
さ
れ
た
。

○
選
挙
結
果

松
井
正
義
（
東
京
）
26
票

原
田
繁
彦
（
高
崎
）
12
票

白
票

15
票

○
新
役
員

執
行
委
員
長

松
井
正
義
（
総
括
・
総
務
）

執
行
副
委
員
長

宮
﨑
浩
則
（
財
政
）

書
記
長

佐
藤
正
幸
（
企
画
・
業
務
）

執
行
委
員

矢
部
雄
一
（
法
対
・
賃
対
）

伊
藤
隆
夫
（
教
宣
・
業
務
）

武
田
幸
喜
（
組
織
・
青
年
）

武
笠
秀
也
（
調
査
・
教
・
業
）

樋
口
孝
重
（
組
織
・
教
宣
）

○
機
関
紙
表
彰

優
秀
表
彰

ろ
ば
た
（
55
号
）

東
北
工
事
事
務
所
分
会

郡
工
情
報
（
55
号
）

郡
山
工
場
支
部

優
秀
表
彰

分
会
通
信
（
45
号
）

郡
山
工
場
貨
物
分
会

ガ
ン
バ
組
立
（
35
号
）

仙
総
所
支
部
組
立
分
会

団
結
（
30
号
）

仙
総
所
支
部
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退
職
の
お
知
ら
せ

7
月
31
日
付

榊

廣
志
さ
ん

仙
総
支
部
車
体

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
利
府
）

佐
藤

義
彦
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
テ
ク
ノ
仙
台
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

山形営業所の改善要求

①男性・女性用シャワー室を設置されたい

（泊まり勤務者のみ0時からJRの風呂を借用可。

日勤者はシャワーも使用不可。山形南営業所は

JRの風呂が使用可）

②男性ロッカー室を増設し、冷暖房エアコンを

設置されたい （階段スペースにロッカーがあ

り、何の仕切りもない所で更衣。部屋は狭く暑

い。更衣だけで大汗に）

③ホーム詰所を増設し、畳スペースを設けられ

たい （食事の場所が狭く、ズックを脱ぐこと

もできない）

④上山詰所に冷蔵庫を設置されたい

※設置決定。（詰所は夏季高温になり弁当の保

管場所が必要。冷水の補給もできない）

⑤上山詰所にエアコンを設置されたい

（詰所は階段を利用しており換気窓がなく扇風

機のみ設置。暑くて食事・休憩できない）

⑥消臭スプレーを配備されたい

（大汗をかきながらお客様の前での作業があり、

またズック内が蒸れがひどい。現状は自己負担

で対応。設置箇所は、事務室・ホーム詰所・線

区倉庫・上山詰所・寒河江詰所）

⑦作業衣の貸与数を増やされたい

（ズボン3本・シャツ4枚・ズック2足・帽子2個

に増加すること）

仙
総
支
部
は
、
今
春
闘
に
お
い
て
貨
物
会
社

が
14
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
し
、
回
答
日

翌
日
に
は
貨
物
社
長
が
会
社
幹
部
に
対
し
、

「
賃
金
抑
制
を
行
う
」
と
発
言
、
ま
た
新
規

採
用
予
定
者
に
対
し
て
「
今
年
度
、
賃
金
を

抑
制
す
る
」
と
封
書
で
送
付
す
る
な
ど
し
た

問
題
で
、
「
こ
う
し
た
労
基
法
に
も
抵
触
す

る
会
社
の
行
為
を
許
さ
ず
撤
回
ま
で
共
に
闘

う
」
と
し
て
、
貨
物
関
係
分
会
に
対
し
、
激

励
行
動
の
一
環
と
し
て
檄
布
を
贈
っ
た
。
写

真
は
貨
物
福
島
分
会
に
対
し
て
の
手
渡
し
だ

が
、
貨
物
宮
城
分
会
と
郡
工
支
部
貨
物
分
会

に
対
し
て
も
同
様
の
檄
布
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

檄
布
を
受
け
取
っ
た
貨
物
福
島
熊
田
分
会
長

は
、
「
旅
客
の
仲
間
が
貨
物
問
題
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
が
嬉
し
く
励
み

に
な
る
。
組
合
員
の
頑
張
り
で
、
賃
金
抑
制

の
提
案
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、

完
全
に
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
も
闘
い
の
継
続

が
必
要
で
あ
り
心
強
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
た
。

貨
物
会
社
は
13
年
夏
季
手
当
に
つ
い
て
も
過

去

低
の
1
・
1
ヶ
月
分
と
い
う
超
低
額
回

答
を
し
て
お
り
、
そ
の
際
、
妥
結
し
な
か
っ

た
国
労
に
対
し
、
「
今
後
妥
結
し
な
い
場
合

は
手
当
を
支
払
わ
な
い
」
と
脅
し
と
も
取
れ

る
通
告
し
て
き
て
い
る
。
13
年
末
手
当
と
14

春
闘
は
賃
金
抑
制
策
と
の
闘
い
で
あ
る
こ
と

は
必
至
で
あ
り
、
東
北
貨
物
協
議
会
と
関
係

分
会
は
正
念
場
の
闘
い
を
ス
ト
を
配
置
し
て

の
闘
い
に
向
け
て
意
思
統
一
を
図
る
予
定
だ
。

貨
物
福
島
熊
田
分
会
長
に
対
し
檄
布
を
贈
る

仙
総
支
部
高
橋
書
記
長
と
武
田
執
行
委
員

９
月
１
日
付
 

出
向

○
伊
東
 
義
則
さ
ん

仙
台
電
力
技
術
セ
ン
タ
ー

↓

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス

小
牛
田
（
用
地
管
理
）


